
新規事業採択時評価結果（平成２０年度新規事業化予定箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 一般国道１０１追
おい

良
ら

瀬
せ

Ⅱ期バイパス 
事業 

区分 
 一般国道 

事業 

主体 
 青森県 

起終点 
自：青森

あおもり

県西津軽
にしつがる

郡深浦
ふかうら

町追
おい

良
ら

瀬
せ

 

至：青森
あおもり

県西津軽
にしつがる

郡深浦
ふかうら

町広戸
ひ ろ と

 
延長  ３．６㎞ 

事業概要  

一般国道１０１号は、青森県青森市を起点とし秋田県秋田市を結ぶ延長２１０㎞の主要幹線道路であり、両

県日本海沿岸部の住民生活、社会経済活動を支える唯一の路線である。 

当バイパスは追良瀬地区の隘路区間を解消し、安全で円滑な交通の確保を目的とした延長３．６㎞の道路改

築事業である。 

 

事業の目的、必要性  

当バイパスは追良瀬地区の幅員狭小、線形不良、急勾配の隘路区間を解消するとともに、法面防災点検危険

箇所および特殊通行規制区間をバイパスとすることにより、安全で円滑な交通の確保および走行性を向上させ、

幹線道路としての機能確保を図るものである。 

全体事業費 ４０億円 計画交通量 ４，１００台／日 

事業概要図  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

秋田・青森県を結ぶ国道１０１号は日本海に沿って走る大動脈として産業・経済や観光に需要な役割を担っ

ているとともに沿線住民の唯一の生活路線であるが、近年、世界自然遺産「白神山地」に県内外より観光客が

増え交通量が増大傾向にあるにもかかわらず、本路線は狭隘区間や危険なカーブが随所に見受けられる現状で

あることから、これらの早期解消について「国道１０１号整備促進期成同盟会」から要望を受けている。 

（平成１８年１０月２３日） 

 
事業採択の前提条件  

 費用対便益 ：便益が費用を上回っている 

  

事業評価結果 
 

総費用 ３５億円 総便益 ４８億円 基準年  

Ｂ／Ｃ １．４ 
事業費： 32億円 

維持管理費： 3.9億円 

走行時間短縮便益： 47億円 

走行経費減少便益： -0.26億円 

交通事故減少便益： 1.3億円 

平成１９年 

交通量変動 B/C=1.3 （交通量 －10％） B/C=1.5 （交通量 ＋10％） 

事業費変動 B/C=1.2 （事業費 ＋10％） B/C=1.5 （事業費 －10％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C=1.3 （事業期間  ＋2年間） B/C=1.4 （事業期間 －2年間） 

評価項目 評価 根拠 

注目すべき影響はない。 

渋滞対策 － 

【渋滞損失時間の改善】 

【1kmあたり（台kmあたり）渋滞損失時間】 

 

 

【渋滞度曲線】 

【その他の特徴】 

 

注目すべき影響はない。 

事故対策 － 

【死傷事故率】              （死傷事故率比（県内平均比）      ）

                （事故率曲線における位置：         ）

 

【その他の特徴】 
※データは県内平均・全国平均と比較すること

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 ○ 現道は通学路であるにもかかわらず歩道未整備であり、バイパスへの通過交通転換により、
現道を利用する歩行者の安全が確保される。 

住民生活 ○
深浦町から津軽地方生活圏中心都市である五所川原市までのアクセスが向上する。 

（深浦町～五所川原市 ８１分⇒７８分） 

地域経済 ○
深浦町の主産品であるトマトの出荷時間短縮および荷傷み被害が改善される。 

（深浦町野菜集出荷施設→東北縦貫道浪岡 IC ９６分→９３分） 

災 害 ◎
防災危険箇所に対する代替道路確保（現道には、防災点検要対策箇所が集中しており、この

区間を回避するバイパスとなる・・・要対策箇所６箇所→０箇所） 

環 境 － 注目すべき影響はない。  

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
主要な観光地等へのアクセス向上 

 世界遺産「白神山地」（入込数８８万人）、津軽国定公園（入込数１２２万人）へのアク

セス向上 

事業実施環境 ○
国道１０１号のうち青森県五所川原市～秋田県能代市までは「西津軽能代沿岸道路」として、

地域高規格道路の候補路線となっている。 

 

採択の理由 
 費用便益比が、１．４と便益が費用を上回っていることから事業採択の前提条件が確認できる。 

また、線形隘路区間の改善により、災害危険箇所の回避、救急医療施設への搬送など改善が見込まれ、幹線道

路としての機能が確保できる当該事業の整備の必要性・社会全体への効果は高いと判断できる。 

以上より、本事業を採択した。 

 

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：下保 修      

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

事業箇所 

供用中

H20新規事業
区間

明道小学校

特殊通行規制区域（落石等）

小
広
戸
川

追
良
瀬
川

おいらせ駅

ひろと駅

防災点検要対策箇所（落石・崩壊）

日 本 海

一般国道１０１号 追良瀬Ⅱ期バイパス

西
津
軽
郡
深
浦
町
追
良
瀬

西
津
軽
郡
深
浦
町
広
戸

L=3.6km

追良瀬Ⅰ期ﾊﾞｲﾊﾟｽ
(H19完)

L=2.4km
に
し
つ
が
る
ぐ
ん
ふ
か
う
ら
ま
ち
お
い
ら
せ

に
し
つ
が
る
ぐ
ん
ふ
か
う
ら
ま
ち
ひ
ろ
と

T’05 3,856台／日
(混雑度0.52)

起点 終点

i=8%

R=15

W=5.0m
明道小学校

特殊通行規制区域（落石等）

小
広
戸
川

追
良
瀬
川

おいらせ駅

ひろと駅

防災点検要対策箇所（落石・崩壊）

日 本 海

一般国道１０１号 追良瀬Ⅱ期バイパス

西
津
軽
郡
深
浦
町
追
良
瀬

西
津
軽
郡
深
浦
町
広
戸

L=3.6km

追良瀬Ⅰ期ﾊﾞｲﾊﾟｽ
(H19完)

L=2.4km
に
し
つ
が
る
ぐ
ん
ふ
か
う
ら
ま
ち
お
い
ら
せ

に
し
つ
が
る
ぐ
ん
ふ
か
う
ら
ま
ち
ひ
ろ
と

T’05 3,856台／日
(混雑度0.52)

起点 終点

i=8%

R=15

W=5.0m


